
―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
能
動
的
な
学
修
能
力
や
実

践
力
を
身
に
つ
け
た
減
災
型
地
域
社
会
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

継
続
的
に
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

財

育
成
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
日
本
大
震
災
後
「
減
災
型
社
会
の
創
世
に
向
け
た
地

域
の
知
の
拠
点
」
の
必
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
や
社
会
的
災
害
の
基
本
知
識
を
有
し
、
平
常
時

か
ら
地
域
活
動
に
関
心
を
持
ち
、
災
害
時
に
は
主
導
的
な

対
応
が
で
き
る
人
財
育
成
は
急
務
で
あ
り
、
地
域
の
中
核

大
学
が
連
携
し
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
４
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。安

全
で
安
心
な
熊
本
地
域
実
現
の
た
め
各
大
学
が
実
施

し
て
き
た
活
動
が
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
単
独
の
大
学

で
は
専
門
分
野
に
限
界
が
あ
り
、
４
大
学
で
タ
ッ
グ
を
組

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
自
然
科
学
に
強
み

を
持
つ
大
学
、
社
会
科
学
に
強
み
を
持
つ
大
学
、
社
会
福

祉
に
強
み
を
持
つ
大
学
、
保
健
科
学
に
強
み
を
持
つ
大
学

が
連
携
し
、
減
災
型
地
域
社
会
構
築
に
力
を
結
集
し
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
地
域
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
ま
す
。
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
意
見
反
映
に
努
め
ま
す
。
平
成

年
度
か
ら
試
行
を
開

始
し
「
減
災
型
地
域
社
会
づ
く
り
」
と
い
っ
た
授
業
科
目

を
開
設
し
ま
す
。
教
育
改
善
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
継
続

的
に
改
善
し
、
本
格
的
な
実
施
期
間
を
経
て
、
平
成

年

度
に
大
学
院
へ
の
拡
張
を
議
論
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

取
組
の
期
間
終
了
後
も
高
等
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
熊
本

の
事
業
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

本
取
組
で
は
、
新
た
に
共
同
学
修
の
実
践
教
育
も
行
い

ま
す
。
従
来
の
座
学
で
の
基
礎
知
識
の
修
得
に
加
え
て
、

実
際
の
地
域
に
専
門
分
野
の
異
な
る
学
生
が
教
員
と
共
に

入
り
、
行
政
や
住
民
等
と
の
協
働
作
業
か
ら
能
動
的
学
修

力
を
体
得
す
る
も
の
で
す
。
教
育
の
内
容
は
、
連
携
機
関

の
熊
本
県
・
熊
本
市
・
地
域
等
か
ら
助
言
を
得
て
、
実
際

の
地
域
課
題
の
把
握
と
解
決
力
の
向
上
に
重
点
を
置
き
ま

す
。
毎
年

人
程
度
の
学
生
が
受
講
予
定
で
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

コ
ラ
ボ
ラ
テ
ィ
ブ
・
モ
デ
リ
ン
グ
手
法
を
４
大
学
で
共

有
し
、
共
同
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
連

携
機
関
と
協
議
し
、
共
同
教
育
実
践
の
場
と
な
る
熊
本
ケ

ー
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
＝
フ
ィ
ー
ル
ド
・
キ
ャ
ン
パ
ス
を

構
築
し
ま
す
。
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
等
も
有
効
活
用
し
、

学
生
は
能
動
的
な
学
修
能
力
や
実
践
力
を
伸
ば
し
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

学
生
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
と
減
災
型
地
域
社
会

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
災
害
時
に
主
導
的
な
対
応
が
で
き
る

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
能
力
の
向
上
は
、

外
部
評
価
委
員
会
の
評
価
な
ど
で
確
認
し
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
学
生
を
平
成

年
度
ま
で
に

人
を
目
標
に
社
会
に

送
り
出
し
ま
す
。
自
治
体
や
企
業
の
地
域
住
民
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
広
く
活

躍
す
る
よ
う
全
力
で
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

熊
本
県
知
事

蒲

島

郁

夫

熊
本
県
は
、
九
州
の
真
ん
中
に
位
置
し
、
豊
富
な
水
や

食
料
、
充
実
し
た
医
療
技
術
、
さ
ら
に
は
、
災
害
時
に
大

き
な
力
を
発
揮
す
る
陸
上
自
衛
隊
の
拠
点
で
あ
る
西
部
方

面
総
監
部
や
第
８
師
団
が
あ
り
ま
す
。
本
県
で
は
、
こ
う

し
た
優
位
性
を
活
か
し
、
地
震
や
津
波
な
ど
の
大
規
模
広

域
災
害
発
生
時
に
お
け
る
「
九
州
の
防
災
拠
点
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
県
内
４
大
学
の
連
携
事
業
で
は
、
各
大
学

の
強
み
を
十
分
活
か
し
、
減
災
型
地
域
社
会
の
構
築
に
向

け
、
力
を
結
集
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
取
組
が
、

本
県
の
目
指
す
九
州
の
防
災
拠
点
に
向
け
た
大
き
な
一
歩

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

1. 熊本市内の国公私の4大学がそれぞれ教育資源を活かした有機的連携により、「減災型地域社会の創生に向けた地域の拠点」実現に向けた具体的な共同教育実践
の場（フレーム）となる熊本ケース・ステーション＝フィールド・キャンパス ( CASiFiCA-KUMAMOTO )を全国に先駆けて構築する。

2. それぞれの大学が地域のステークホルダーと協働しながらこれまでに構築してきた地域内の調査フィールドを共通のフィールド・キャンパス群と位置づけ、学生
から社会人を含め双方向・コラブラティブ・モデリング型実践教育による能動的学修を体感する。

3. 少子高齢化・知識基盤社会における減災型地域社会構築とその実践リーダー育成を4大学が協力し、地域への貢献の役割を果たす。
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取組名称：減災型地域社会のリーダー養成プログラム
取組大学：熊本大学（代表校）、熊本県立大学、熊本学園大学、熊本保健科学大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
医
療
の
現
場
で
働
く
社
会

人
、
具
体
的
に
は
看
護
師
、
診
療
情
報
管
理
士
、
医
療
情

報
技
師
、
医
事
や
経
営
分
析
担
当
者
と
い
っ
た
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
お
い
て
、
膨
大
な
診
療
現
場
の
情
報
を

科
学
的
に
分
析
で
き
、
専
門
領
域
を
超
え
た
思
考
力
を
発

揮
で
き
る
能
力
を
備
え
、
や
ら
さ
れ
で
は
な
く
、
自
ら
課

題
を
発
見
し
能
動
的
に
課
題
を
解
決
で
き
る
人
材
の
育
成

で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
医
療
サ
ー
ビ
ス
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
と
称
し
て
い
ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

わ
か
り
易
い
例
を
挙
げ
る
と
、
医
療
事
故
が
起
こ
る
た

び
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
れ
ば
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
増
え
る
ば

か
り
で
す
。
領
域
を
超
え
た
基
礎
的
な
思
考
力
を
鍛
え
る

こ
と
が
、
医
療
事
故
の
減
少
に
貢
献
す
る
と
考
え
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の
３
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。宮

崎
大
学
と
久
留
米
大
学
は
、
大
学
病
院
を
抱
え
、
地

域
の
医
療
人
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
北
陸
先
端

科
学
技
術
大
学
院
大
学
は
、
優
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
能
力
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
宮
崎
大
学
の
医
療
情
報
と

久
留
米
大
学
の
バ
イ
オ
統
計
は
、
と
く
に
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
強
み
の
連
携
が
、
本
取
組
の
特
色
で
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
、
看
護
師
、
診
療
情
報
管
理
士
、
医
療

情
報
技
師
、
医
事
や
経
営
分
析
担
当
者
と
い
っ
た
職
種
ご

と
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

育
成
の
た
め
の
基
礎
科
目
を
開
発
し
ま
す
。
平
成

年
度

以
降
、
科
目
数
を
増
や
し
、
大
学
院
修
士
課
程
で
コ
ー
ス

を
立
ち
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
公
開
授
業
（
一
科
目
だ
け

の
科
目
等
履
修
生
制
度
）
を
開
き
ま
す
。
補
助
終
了
後
も

教
育
を
継
続
し
、
３
大
学
共
同
教
育
組
織
の
設
置
、
他
大

学
へ
の
波
及
と
発
展
さ
せ
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

医
療
の
現
場
で
働
く
社
会
人
に
、
専
門
領
域
を
超
え
た

基
礎
的
な
思
考
力
を
身
に
つ
け
る
学
修
の
場
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
は
各
分
野
で

顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
看
護
師
教
育
で
は
、
管
理
者
養

成
の
た
め
の
認
定
看
護
管
理
者
制
度
が
立
ち
上
が
っ
て

い
ま
す
。
診
療
情
報
管
理
士
教
育
で
は
、
診
療
情
報
管
理
士

指
導
者
制
度
が
発
足
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
専

門
領
域
を
超
え
た
思
考
力
を
鍛
え
る
場
を
提
供
す
る
の
が

本
取
組
の
最
大
の
効
果
で
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

宮
崎
大
学
で
は
、
電
子
カ
ル
テ
を
教
材
と
し
て
発
展
さ

せ
ま
す
。
久
留
米
大
学
で
は
、
バ
イ
オ
統
計
を
通
じ
て
、

科
学
的
思
考
力
を
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
ま
す
。

北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
サ
イ

エ
ン
ス
を
医
療
に
応
用
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
ま
す
。
い

ず
れ
も
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
あ
っ
て
初
め
て
実
施
で
き

る
も
の
で
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

成
果
指
標
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
た
学
生

数
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
人
が
働
き
な
が
ら
大
学

院
に
入
学
す
る
人
数
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
科

目
等
履
修
生
制
度
に
よ
り
、
毎
年
１
０
０
名
を
目
標
に
教

育
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
受
講
生
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
さ
ら
に
多
く
の

ス
タ
ッ
フ
を
育
て
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

宮
崎
県
医
師
会

会
長

稲

倉

正

孝

宮
崎
県
で
は
、
医
師
の
地
域
・
診
療
科
に
よ
る
偏
在
の

た
め
地
域
医
療
は
崩
壊
の
危
機
に
あ
り
ま
す
。
医
師
だ
け

が
頑
張
れ
ば
良
い
と
は
と
て
も
言
え
な
い
状
況
で
す
。
医

療
連
携
を
強
め
て
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
な
優
れ
た
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
人
材
育
成
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

写真 
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取組名称：地域の医療現場と協働したサービス・イノベーション人材の育成
取組大学：宮崎大学（代表校）、北陸先端科学技術大学院大学、久留米大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
調
査
分
析
能
力
、
協
働
の

ス
キ
ル
と
事
業
管
理
能
力
、
課
題
解
決
能
力
な
ど
の
専
門

的
知
識
を
身
に
つ
け
た
、
隣
接
他
領
域
に
も
深
い
理
解
を

示
し
、
主
体
的
に
地
域
再
生
に
貢
献
で
き
る
人
材
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
喪
失
へ
の
危
機
感
、

自
然
災
害
に
よ
っ
て
改
め
て
感
じ
た
生
存
基
盤
と
し
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
と
維
持
な
ど
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
中
、
大
学
が
住
民
や
行
政
、
諸
団
体
等
と
協
働
し

て
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
、
課
題
発
見
解
決
型
の
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
が
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の
２
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。自

治
体
や
企
業
と
協
力
し
、
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

地
域
貢
献
し
て
き
た
宮
城
大
学
と
、
多
数
の
拠
点
を
有
し

幅
の
広
い
社
会
貢
献
実
績
を
持
つ
兵
庫
県
立
大
学
は
、
両

校
の
強
み
を
活
か
し
て
連
携
し
、
地
域
の
課
題
解
決
に
取

り
組
む
基
盤
作
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
取
組
は
、
両

校
の
こ
れ
ま
で
の
連
携
実
績
を
ベ
ー
ス
と
し
、
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
協
働
教
育
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
推
進
主
体
と
な
る
教
育
セ
ン
タ
ー
設
立

準
備
委
員
会
を
設
立
し
、
平
成

年
度
か
ら
は
、
教
育
課

程
の
導
入
お
よ
び
単
位
互
換
シ
ス
テ
ム
の
体
系
化
、
予
備

的
講
座
、
研
修
会
な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
教
育
セ

ン
タ
ー
の
本
格
運
営
に
向
け
評
価
委
員
会
の
設
置
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
を
開
催
し
ま
す
。
取
組
終
了
後
に
お
け
る
教

育
セ
ン
タ
は
、
育
成
さ
れ
る
人
材
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
成
果
の
地
域
へ
の
還
元
事
業

な
ど
を
行
い
ま
す
。

―
こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

未
来
を
見
据
え
た
新
教
育
課
程
の
構
築
と
、
単
位
互
換

や
教
員
の
相
互
派
遣
な
ど
、
新
た
な
仕
組
み
に
よ
る
共
同

教
育
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
地
域
社
会
と
の
協
働
事

業
の
開
発
に
よ
り
、
地
域
の
優
れ
た
人
材
が
精
力
的
に
参

画
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
教
育
体
系
を
構
築

し
、
地
域
社
会
の
コ
ア
と
な
る
教
育
機
関
を
目
指
し
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

大
学
教
育
を
核
と
し
た
地
域
再
生
サ
イ
ク
ル
の
確
立
、

新
し
い
教
育
課
程
の
構
築
、
地
域
と
連
携
す
る
教
育
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
行
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン

ナ
ー
育
成
課
程
に
つ
い
て
は
各
大
学
か
ら
１
０
０
名
程
度

の
学
生
が
受
講
す
る
事
を
想
定
し
て
お
り
、
そ
の
育
成
課

程
で
得
た
成
果
を
教
育
課
程
と
し
て
シ
ス
テ
ム
化
し
、
各

地
の
大
学
で
活
用
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ナ
ー

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
立
し
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
課
程
の
修
了
生
の

活
躍
先
は
、
自
治
体
、
農
林
水
産
・
製
造
・
商
業
組
合
、

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
各
種
団
体
な
ど
が
想
定
さ
れ
、
両
校
で

毎
年

名
の
卒
業
生
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
般

か
ら
の
受
講
生
の
受
け
入
れ
な
ど
で
、
よ
り
多
く
の
幅
広

い
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
連
携
す
る
教
育
組
織
を
２
大
学

が
共
同
で
設
置
運
営
す
る
こ
と
で
、
公
立
大
学
の
責
務
を

果
た
し
て
い
き
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

白
石
市
長風

間

康

静

白
石
市
で
は
、
平
成

年
に
策
定
し
た
第
五
次
白
石
市

総
合
計
画
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
人
・
暮
ら
し
・
環
境
が
活

き
る
交
流
拠
点
都
市
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
今
後
、

住
民
参
加
に
よ
る
「
花
と
緑
の
回
廊
づ
く
り
」
を
積
極
的

に
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
宮
城
大
学
様

と
は
、
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
分
野
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

先
生
方
、
学
生
さ
ん
達
と
一
緒
に
現
状
把
握
、
課
題
分
析
、

企
画
立
案
、
実
践
と
、
事
業
全
般
に
わ
た
っ
て
協
働
し
て

活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
内
を
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
の
潤

い
あ
る
都
市
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 本取組は、宮城大学と兵庫県立大学が相互の強みを活かして連携し、地域社会が抱える課題解決と健全な地域コミュニ
ティの担い手となる人材＝コミュニティ・プランナーを育成するための実践的人材育成の教育課程を構築するとともに、ス
テークホルダーと協働し、社会の要請に応え地域再生サイクルの原動力となる地域連携教育拠点（CPEC）の設置・運営を
行うものである。 

グリーンデザイン、グリーンケア、グリーンビジネス 
をコア教育として、地域社会（ステークホルダー）から 

求められている人材の育成を行う 

コミュニティ・プランナー概念図 

連携大学、ステークホルダーが一体となったプログラム実施体制  

目標1：「コミュニティ・プランナー育成プログラム」の設計と確立 
   
期待される成果 →コミュニティ・プランナー育成の体系的カリキュラム、テキスト、演習、教材開発 
           →両校の共同教育として行うための基盤整備（遠隔授業システム等） 

目標2：「コミュニティ・プランナー教育センター（ＣＰＥＣ：シーペック）」（仮称）を設置運営 

期待される成果 →CPECの組織体制や事業計画の確定と企画・運営・継続性の確保 
           →CPECを核とした地域再生サイクルの起動 

 
目標3：社会ニーズに合った質の高い教育の提供と効率的な大学運営 

期待される成果 →地域ステークホルダーと協働した教育コースの評価体制組織の形成 
           →地域のニーズにあった実践的な人材の輩出 
           →両校の教員派遣による、多様なコミュニティ・プランナー教育カリキュラムの提供 
           →両校の有する実践的教育フィールドの有効活用。 
           →遠隔授業施設等の整備による、学生教員の時間的、経済的、肉体的負担の軽減 

学生と地域住民がフィールドワークを織り交ぜながら共に学ぶ「コミュニティ・スクール」  

コミュニティ・プランナー育成課程の運営教育課程

企業・地域等ステークホルダーとの連携事業連携事業

人材、地域資源、プロジェクトアーカイブバンク

C P E C
地 域 社 会
（ステークホルダー）

連携機関
宮城県

大崎市
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宮城大学
コミュニティ・プランナー育成課程の運営教育課程 コミュニティ・プランナー育成課程の運営教育課程

企業・地域等ステークホルダーとの連携事業連携事業 企業・地域等ステークホルダーとの連携事業連携事業

人材、地域資源、プロジェクトアーカイブバンク 人材、地域資源、プロジェクトアーカイブバンク
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（ステークホルダー）

連携機関
宮城県

大崎市

白石市

気仙沼市

南三陸町

兵庫県立淡路景観園芸学校

大学連携
包括協定

兵庫県立大学

宮城大学
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取組名称：コミュニティ・プランナー育成のための実践的教育課程の構築
取組大学：宮城大学（代表校）、兵庫県立大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
連
携
力
を
身
に
付
け
た
人

材
育
成
で
す
。
連
携
力
と
は
、
多
職
種
と
連
携
し
、
課
題

を
発
見
し
、
解
決
で
き
る
力
の
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
人

材
を
埼
玉
県
内
の
４
大
学
共
同
で
育
成
す
る
こ
と
で
、
全

国
一
の
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
者
及
び
高
齢
者
単
独
世
帯
が
増

加
す
る
と
予
測
さ
れ
る
埼
玉
県
で
暮
す
方
々
を
支
え
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
孤
立
死
な
ど
の
社
会
問
題
が
顕

在
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
医
療
・
介
護
の
推
進
な

ど
を
考
え
る
と
、
地
域
住
民
を
支
え
る
た
め
の
、
自
ら
の

専
門
分
野
以
外
の
人
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
育
ま
れ

る
広
い
視
野
や
、
広
い
視
野
に
よ
る
問
題
発
見
力
が
必
要

で
す
。
問
題
解
決
に
当
た
っ
て
も
、
多
職
種
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
解
決
方
法
を
考
え
、
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
こ
の
た
め
の
教
育
の
実
施
が
不
可
欠
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
４
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。埼

玉
県
立
大
学
（
看
護
、
リ
ハ
ビ
リ
、
社
会
福
祉
等
の

専
門
職
を
育
成
）
、
埼
玉
医
科
大
学
（
医
師
等
を
育
成
）
、

城
西
大
学
（
薬
剤
師
や
管
理
栄
養
士
等
を
育
成
）
、
日
本

工
業
大
学
（
建
築
士
な
ど
の
生
活
環
境
の
専
門
職
等
を
育

成
）
の
４
大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
、
総
合
的
に

地
域
住
民
の
暮
し
を
支
え
る
た
め
、
連
携
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
４
大
学
の
学
生
が
共
に
実
習
等
を
行
う

連
携
科
目
開
講
に
向
け
て
、
科
目
の
試
行
等
を
行
い
ま
す
。

支
援
期
間
中
に
試
行
を
繰
り
返
し
、
よ
り
教
育
効
果
の
高

い
科
目
開
発
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、
取
組
の
期
間
終

了
後
は
、
各
大
学
の
正
規
科
目
に
位
置
付
け
る
な
ど
、
継

続
的
な
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

４
大
学
の
学
生
が
共
に
学
ぶ
連
携
科
目
（
５
百
人
以
上

の
履
修
学
生
を
見
込
む
科
目
も
予
定
）
を
開
発
・
開
講
し

ま
す
。
ま
た
、
共
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
支
援
、
学
際
的

共
同
研
究
の
実
施
、
地
域
や
他
大
学
な
ど
の
社
会
へ
の
還

元
な
ど
に
つ
い
て
、
新
た
に
取
り
組
み
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

保
健
医
療
福
祉
に
生
活
環
境
と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
暮
し
を
支
え
る
連
携
教
育
を
展
開
し
ま
す
。

１
大
学
で
は
な
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
各
大
学
の
学
生

が
就
職
後
、
自
身
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
に
出
遭

っ
た
時
に
、
連
携
力
を
発
揮
し
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
教
育
研
究
成

果
の
地
域
へ
の
還
元
に
よ
り
、
各
大
学
の
社
会
貢
献
と
い

う
面
で
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

埼
玉
県
で
進
め
て
い
る
、
誰
も
が
生
き
生
き
と
健
康
で

長
生
き
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
「
健
康
長
寿
埼

玉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
を
担
う
人
材
育
成
に
寄
与
す

る
取
組
で
す
。
取
組
の
内
容
や
成
果
に
つ
い
て
は
、
積
極

的
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
、
他
大
学
や
地
域
の
取

組
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
は
今
後
、
全
国
一
の
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進

む
見
込
み
で
あ
り
、
多
様
な
職
種
が
連
携
し
て
在
宅
医
療

・
介
護
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
特
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
「
地
域
住
民
の
質
の
高
い
暮

し
の
実
現
」
を
目
的
と
す
る
大
学
間
連
携
共
同
教
育
推
進

事
業
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
事
業
を
通
し
て

異
な
る
分
野
の
学
生
が
い
わ
ゆ
る
「
他
流
試
合
」
で
切
磋

琢
磨
し
、
多
様
化
す
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
の
課
題

を
的
確
に
発
見
・
解
決
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま

す
。
将
来
様
々
な
形
で
県
民
の
暮
し
を
し
っ
か
り
と
支
え

て
く
れ
る
優
秀
な
人
材
が
各
大
学
か
ら
多
数
輩
出
さ
れ
る

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

埼玉県立大学 保健医療福祉学部（看護学科、理学療法学科、作業療法学科、社会福祉学科、健康開発学科）
埼玉医科大学 医学部（医学科）
城西大学 薬学部（薬学科、医療栄養学科、薬科学科）
日本工業大学 工学部（機械工学科、ものづくり環境学科、創造システム工学科、電気電子工学科、情報工学科、
建築学科、生活環境デザイン学科）

４大学の学生が共に学ぶ連携
科目の共同開発・共同開講

埼玉県立大学が実施しているIP演習（インタープロ

フェッショナル演習；専門職連携演習）に、埼玉医科大

学や城西大学、日本工業大学の学生が参加するなど、

連携科目の共同開発・共同開講を実施します。

※IP演習とは、学科横断的に学生がチームを組み、病院等の現場で、職員や患者等の協力に
よる実習を通じ、最適なケアについて学生が考える埼玉県立大学の全学生必修科目です。

学生の主体的な共同
ボランティア等の支援

自主的に地域の課題を発見し、共に解決しようとする

各大学の学生ボランティア等を４大学が支援します。

教育や地域に還元する
学際的共同研究の実施

１大学ではなし得ない教育や地域に還元できる研究

の実施を選定、実施する体制を４大学で整備します。

地域の専門職や他大学など
社会への還元

教育研究の成果を生かし、地域の専門職の連携力

向上に関する研修会の開催などを実施し、地域に還元

します。また、保健医療福祉系の大学と工業系の大学

という先進的な連携事例を他大学等へ広報します。

連携大学の学部（学科）構成

埼玉県

成果の報告、研修会の
開催 など

県職員の講師派遣、事
業評価への参画 など

埼玉県が進める誰もが健康に長生きでき
る社会づくりを目指した「健康長寿埼玉プ

ロジェクト」の推進に寄与

事業の基本理念

背 景

育成する人材像

：

：

：

４大学共通で育成する人材を通じ、地域住民の質の高い暮しを実現。

少子高齢化、孤立死などの社会問題の顕在化、在宅医療・介護の推進。

他分野と連携し、課題発見、解決方法を考えることができる人材。
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取組名称：彩の国大学連携による住民の暮しを支える連携力の高い専門職育成
取組大学：埼玉県立大学（代表校）、埼玉医科大学、城西大学、日本工業大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
問
題

発
見
（
解
決
）
能
力
と
人
間
的
な
優
し
さ
を
備
え
、
地
域

社
会
へ
の
関
心
、
国
際
的
視
野
を
有
す
る
人
材
を
養
成
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
社
会
全
体
の
枠

組
み
が
大
き
く
か
つ
急
激
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
を
機
に
国
民
全
体
が
幸
福
感
や
社
会
関
係

の
あ
り
方
を
深
く
問
い
直
し
、｢

人
を
思
い
や
る
心｣

や｢

人

と
人
と
の
絆
の
大
切
さ｣

が
重
要
と
の
認
識
が
拡
が
っ
て
い

ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の
３
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。３

大
学
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
近
接
し
て
い
る
た
め
、
単

位
互
換
や
課
外
活
動
等
で
既
に
学
生･

教
員
の
交
流
が
進
ん

で
お
り
、
３
大
学
の
持
つ
、
文
、
理
工
、
医
系
の
各
専
門

領
域
の
連
携
共
同
に
よ
っ
て
、
教
養
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
多
様
性･

総
合
性
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、｢

京
都
学｣

の
開
講
等
、
近
接
分
野
の
相
互
連
携
に
よ

る
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
、
ま
ず｢

京
都
三
大
学
教
養
教
育
研
究･

推
進
機
構｣

の
設
置
に
よ
り
体
制
を
整
備
し
、
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
及
び
教
育
Ｉ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

教
育
理
念
の
構
築･

深
化
、
授
業
科
目
の
開
発
等
に
着
手
し

ま
す
。
平
成

年
度
は
教
育
内
容
の
開
発･

推
進
、
Ｉ
Ｒ
調

査
の
実
施
等
を
進
め
ま
す
。
平
成

年
度
に
共
同
化
授
業

を
開
始
し
、
本
格
的
な
実
施
を
経
て
、
平
成

年
度
に
教

養
教
育｢

京
都
モ
デ
ル｣

を
発
信
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

支
援
期
間
終
了
後
も
本
取
組
で
開
発
し
た
成
果
を
引
き
続

き
活
用
し
な
が
ら
、
事
業
の
継
続
的
な
展
開
を
図
り
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

本
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
教
養
教
育
共
同

化
事
業
の
内
容･
規
模
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
共
同
化
の
理
念
の
深
化
、
共

同
化
科
目
や
事
業
メ
ニ
ュ
ー
の
質･

量
の
充
実
、
質
保
証
シ

ス
テ
ム
の
研
究･

開
発
、
取
組
成
果
の
全
国
へ
の
発
信
な
ど

に
つ
い
て
、
一
層
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

共
同
化
に
よ
り
、
各
大
学
の
特
徴･

強
み
を
活
か
し
た
教

養
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
で
き
、
科
目
選
択
の
幅
も

拡
大
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、｢

新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
じ

た
共
同
教
養
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム｣

の
構
築
を
進
め
、
毎
年

２
千
４
百
名
程
度
の
連
携
校
の
学
生
が
受
講
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
総
合
的
な
観
察
力
、
的
確
な

判
断
力
と
豊
か
な
人
間
性
の
涵
養
を
図
り
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

機
関
研
究
（
Ｉ
Ｒ
）
を
取
り
入
れ
、
共
同
化
に
よ
る
新

し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
講
す
る
学
生
の
調
査
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
調
査
を
重

ね
て
い
く
こ
と
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
育
方
法
の
持
続

的
な
改
善
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

京
都
府
知
事

山

田

啓

二

国
公
立
３
大
学
が
連
携
し
、
学
生
の
多
様
な
関
心
や
新

し
い
時
代
の
要
求
に
応
じ
た
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
教
養
教
育

を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
異
な
る
専
攻
分
野
の
学
生
が
交

流
を
深
め
、
広
い
視
野
や
豊
か
な
人
間
性
を
養
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
京
都
府
で
は
現
在
、
教
養
教
育
の
共
同
化

を
推
進
す
る
た
め
、
教
育
研
究
に
最
適
な
北
山
文
化
環
境

ゾ
ー
ン
に
共
通
の
学
舎
と
な
る
教
養
教
育
共
同
化
施
設

仮

称

の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

３
大
学
が
こ
の
取
組
を
通
じ
て
、
豊
か
な
人
間
性
と
深

い
教
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た
優
れ
た
人
材
を
継
続
的
に
輩
出

し
、
地
域
や
社
会
に
一
層
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
大
学
が
特
色
や
強
み
を
活
か
し
た
先
駆
的
な
取
組
の

成
果
が｢

京
都
モ
デ
ル｣

と
し
て
広
く
全
国
へ
発
信
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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取組名称：時代が求める新たな教養教育の京都三大学共同（モデル）推進事業
取組大学：京都府立大学（代表校）、京都工芸繊維大学、京都府立医科大学


